
私は歯科医師になって 40数年、今回が最後ということで「歯の何でも
電話相談」に参加させていただきました。5人の相談員による相談電話本
数の合計は 43本で、義歯に関する相談が 16人（率にして 37％）、イン
プラントに関するものが 6人（率にして 14％）、次いで抜歯、補綴、矯
正へとつづきます。
私が相談を受けた感想としては、受ける治療がどういうものかについ
て、十分な説明をうけ理解していないために生じているものがほとんど
と感じられました。相談者43人のうち70歳以上の方が27人ということ
からも、義歯さらにはインプラントの相談が多いことも容易に納得でき
ます。
義歯に関しては事前に義歯を入れる必要性をしっかり説明すること、
さらに義歯の限界についても話をして、納得していただき、義歯装着後も
使いごこちが良くなるまで何回でも相談する態度が必要と感じました。
私が受けた相談で、以下のようなものがありました。
70代女性で「私は先生のおすすめに従い何本かインプラントを入れま
した。インプラントが終わったら、今度は残りの歯に毎週レーザーをか
けないとダメと言われ、毎週 1万円以上支払っています。年金生活なの
でお金が続きません。どうしたら良いですか」という相談です。
私も保険の義歯や冠でさえ、「そんなにするんですか」と言われたこと
もあります。治療をはじめる前に、治療の内容や費用、さらに予後につ
いても十分に説明し理解に努める態度が我々にも必要であると感じまし
た。
簡単ではありますが、以上で電話相談の報告といたします。

5 名の相談員が 3時間にわたり多岐にわたる相談に対応した
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